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と き :平成28年 4月 21日 (木 )
ところ :三原文化会館大ホール

三角会長あいさつ

今津―徳氏 退任表彰

平成28年4月21日 (木 )苅田町青少年育成町民会議第28回総会が開

かれました。

来賓として、苅田町議会 議長 坂本東二郎 氏がご出席くださいました。

会長の挨拶から始まり、昨年度の主な事業と決算報告があり、今年度

の事業計画案などを議案提出。

当町民会議の今後の課題等について活発な意見が出る中で無事、総

会を閉会しました。

重点目標としては、

1。 子ども同士や子どもと大人のふれあいを重視し、地域での異

年齢の交流の場となる諸行事を企画し、各団体の活動を推

進する。

2.青少年の非行防止に努め、不審者や事故等かから子どもた
ちを守る活動を推進する。

3.苅田町が取り組んでいる「苅田町非行防止推進事業」の主
旨に沿い、積極的に事業に参画する。

4。 青少年も社会の一員であることを自覚するようなボランティア

活動を支援する。

5。 青少年問題に関する、広報・啓発活動を推進する。

以上を重点目標に、

関係機関と密接な連携

のもと、地域住民と協

力して青少年の健全育

成に努めてまいります。

平成 28年度
事業計画

4月 ○防犯広報活動 (年間毎週1回 )

○役員会議

○青少年みまもリパトロール

(毎月第1水曜日)

○理事会・総会

5月 ○県民会議総会出席

6月 ○オアシス人形劇公演

(対象:幼稚園・保育園)

○朝の声かけ運動

7月 青少年を非行から守る

全国強調月間

○有害図書指導訪問

○オアシス人形劇公演

(対象:幼稚園・保育園)

○夏休み特別補導

○すこやか80号発行

○少年非行シンナー等

薬物乱用防止講演会

○親子ふれあい広場

(そうめん流し)

8月 ○先進地視察研修

○夏休み特別補導

9月 いじめストツプ強調月間

○健全育成講演会

10月 ○朝の声かけ運動

○教育講演会

○神幸祭補導

○子どもフェスティバル(木工教室)

○オアシス等入選者表彰

11月 全国青少年健全育成強化月間

○すこやか81号発行

1月 ○家庭教育講座

〇年末年始特別補導

2月 ○役員・委員講演会

3月 ○春体み特別補導

○すこやか82号発行
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「子ども

0 0

| ムイン
1

6月 12日～18日・6泊フ日の通学合宿が小波瀬コミニューセンターでおこなわれました。

熱い鍋の蓋をさわる子・刃物を人に向けて持つ子、油が跳ねて悲しそうな子・・・、調理では危険が沢山潜んでいま

す。それらをどうして回避していくのかを体験で知る学習ですね。・。また人と人とのコミュニケーシ∃ンで悩んでい

る子どもたち、いくつものの個々の課題を解決していきました。

人と人との い学習
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乗船体験「苅□を海側から見

毀:鯰肇瞼 鰊 晰 瘍 塀 :鞭:核核 魃 塀 Я 峙 晰 ● :塞隧

ママたす0■ぶや苦
わたしたちが暮らしている社会の中にはいろいろな∫せんせい」がいる。

保育園、中学校等の学校の先生、歯医者、小児科の病院の先生。

また、書道、ピアノ、料理の先生など、数えきれないほどの沢山の「せんせい」に囲まれて生活をしている。

でも、わたしたちママに大いに関係あるのが学校の先生たちだ。

どんな「せんせい」の仕事も大変だが、学校の先生は一人―人個性が違う子どもたちを何十人も一緒に教えな

ければならない。

そして、私たち保護者や学校の先生たちにもいろんな個性がある。

「先生」だから、「先生」なのではなく、意見の相違があつてなかなか難しいことではあるが、

相手の立場に立ってお互いに尊重しあい、信頼関係を築ければと思つている。

いろんな人たちがいるこの世の中、毎日をみんなで楽しく、みんなで仲良く。

そのためにも先生たちと子育てを頑張つて行きたい。

「明日が楽しみ!」とつぶやけるように∧∧

4

′Lに留めましょう!
●H・ハインリッヒの法則「1大事故 (災害):29軽い事故 (事故):300ヒヤリハット(予兆)」

●海、川、山などのリスク対策をしつかりとしましょう。
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自り|1馨 ひ31がで 1機 、

夏体稗 |こな3と∫||にひ
や菫取もノをして靱みの

ひと過ごし議す。蕃体

み 1感満間の機の下で癬

弁当な食べ懸じ′と、豊

斧な自然‡こ圃議織趣自
jllならで|なの活動風景

が詐鶴れ議節。
《川遊びの様子》

ヽレ

ヽ

轟11_

《いろんな工作も楽しみます》
《バンプキンさんによる人形劇》
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・ 議肇
‐ａ

核隋
ふ
鋏

今年度最後の登 録 説 明 会 (29年3月 31日までの参加希望者)

※対象校:苅田・南原・与原・片島・白川の5校

≪日 時≫ 12月 12日 (月 )14時から30分程度
≪場 所≫ 三原文化会館 大ホール
≪持参品》 登録料1人 1000円/年、印鑑

G轟菫暖
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P

___ノ
苅田町役場 子育て・健康課
TEL 093-588-1036

今
日
，
子
ど
ｔ
だ
ら
を
・́

見
守
，
で
い
計
孝

苅
田
町
で
は
今
年
に
入
り
登

下
校
時
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
声
か
け
事
案
を
始
め

と
す
る
不
審
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
青
パ
ト
を
中
心
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
だ

け
で
な
く
地
域
の
犯
罪
発
生
の

抑
止
活
動
に
も
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
始
め
ビ
デ
オ
店
等
に

も
巡
回
を
行
い
、
青
少
年
に
と
っ

て
有
害
な
図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
注
意
を
お

願
い
し
て
ま
す
。

安
心

。
安
全
な
町
づ
く
り
と

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
を
目
指
し
て
青
パ
ト
を

積
極
的
に
活
用
し
、
青
少
年

育
成
町
民
会
議
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「す
こ
や
か
」
第
８０
号
よ
り
編
集
委
員

の
一人
に
な
り
ま
し
た
が
、
正
直
、
今
ま

で
の
私
に
と
っ
て
広
報
誌

「す
こ
や
か
」

は
他
人
事
で
し
た
ｃ

そ
の
認
識
不
足
を
補
う
為
に
も
４
月

２１
日
に
開
催
さ
れ
た

「苅
田
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
第
２８
回
総
会
」
に
出
席

し
ま
し
た
。

町
長
を
は
じ
め
と
し
て
会
場
を
埋
め
尽

く
す
多
く
の
出
席
者
に
驚
く
の
と
同
時
に

「青
少
年
を
見
守
り
育
て
て
い
く
」
意
気

込
み
は
強
く
熱
く
、
そ
し
て
き
め
細
か

く
決
め
ら
れ
た
行
事
に
感
心
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
保
育
園
か
ら
共
働
き
の
娘

夫
婦
に
代
わ
っ
て
手
を
掛
け
て
き
た
近
く

に
住
む
一人
孫
も
、
い
ま
で
は
高
校
二
年

生
。
近
頃
は
滅
多
に
顔
を
見
せ
ま
せ
ん

が
、
幼
い
と
き
か
ら
今
に
育
つ
ま
で
私
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
方
々
が
見

守
っ
て
く
れ
て
い
た
事
に
気
づ
か
さ
れ
、
感

謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
大
人
た
ち

が
導
き
成
長
を
助
け
て
い
る
苅
田
町
。
心

身
と
も
に
健
全
に
育
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
日
常
の
諸
々
を
少
し
で
も
町
民
の
皆

さ
ん
方
に
知
っ
て
頂
こ
う
と
、
こ
の

「す

こ
や
か
」
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
編
集
委
員
と
し
て
の
わ
が
身
を
思

い
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　
　
　
上
田
安
乃

平
成
２８
年
度

す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長

委
　
員

松
枝
上
田
今
林
田
口
金
丸
森
上

玲
子
安
乃
ュ
リ
朝
子
晴
樹
直
久

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

８
０
９
３
・４
３
４
・９
８
３
８

6

ばです。
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